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 ご 挨 拶  

令和 6年度（第 11回）課題研究発表会開催にあたって 

 

 

長野県飯田ＯＩＤＥ長姫高等学校長 宮澤 直哉 

 

平素より本校の教育活動にご理解とご協力を戴いております皆様方に、まずはこの場をお借りして

衷心より感謝を申し上げます。 

さて、今年度も恒例の課題研究発表会を迎えることができました。これは。例年、前年末 12 月に

行う学科ごとの発表会を経て、学校全体（全学科）で開催しているものです。 

 本校全日制は工業５学科と商業科からなる「総合技術高校」です。各学科で生徒が取り組む「課題

研究」という授業は専門高校にとって最も重要な学習活動です。 

この「課題研究」において、生徒たちは各自研究テーマを設定し学習に向き合います。こうした活動

は、いわゆるＰＢＬ（Project Based Learning＝「課題解決型学習」）といわれるものですが、課題解

決に向けては、当然ながら必要な知識や情報の収集や、実際に解決に向けて取り組むための装置

や仕組（人のつながりを含む）づくりが重要になります。その過程で、学校の中だけでは得られない

数々の経験も重ねて、生徒たちは大いに成長します。周囲との協調の大切さもここで学ぶのです。実

に意義のある学びであると私は考えます。 

そして、研究や学習の成果を報告するのがこの課題研究発表会です。自身の研究内容をわかり

易く、詳しく説明できることが重要になるわけですが、それを自分の言葉で的確に表現し、質問が出

されたら自身の言葉でしっかり答えることができる「プレゼンテーション力」が試される場でもあります。

ステージ発表、展示発表は、そうした意味で大変貴重な機会です。生徒たちの今後のますますの成

長のために、また、本校教育活動のより一層の発展と深化のためにも、大所高所からのご指導、ご助

言を賜れましたら幸いです。よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

生徒実行委員長 社会基盤工学科  木下 颯太 
  

本日はお忙しい中、令和 6年度全校課題研究発表会にご臨席賜り誠にありがとうございます。 

本校は、「課題研究」という授業の一環で総合技術高校 6 学科ならではの特色や特徴を活かし、

社会や地域をより良くしていくことを目標に活動してきました。一人ひとりが、“OIDE”の精神に則り、

独創・想像・工夫・努力しながら取り組みました。ご協力いただいた企業の皆様、地域の皆様には心

より感謝申し上げます。本日は、各代表発表以外の研究成果も展示会場にて紹介しておりますので、

ぜひご覧いただければと思います。どうぞ最後までごゆっくりお楽しみください。 
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時間 1年生 2年生 時間 3年生

8:45～8:55 8:45～8:55 SHR(教室)

9:00～9:40 9:00～10:00 ブース準備

9:50～10:30 10:00～10:30 ブース見学

10:40～11:10 ブース見学 資料のDL・確認　※1

11:15～11:45 資料のDL・確認　※1 ブース見学

11:50～12:30 11:40～12:30 ブース対応

15:35～ 15:35～ 片付け

 　お昼休み（※2ブース対応）

12：45～15：25

SHR

※2　企業の方の案内役を考慮し，対応できる範囲で1・2年生のブース対応をよろしくお願いします．

※3　1・2年生で見学時間が足りない場合，お昼休みに見学しても構いませんが，来客者の方を優先するように配慮してください．

令和６年度　全校課題研究発表会

※1　タブレットを持ってくるよう指示をお願いします

〈当日スケジュール〉

10:40～11:30

SHR

授業①（特編40分授業）

授業②（特編40分授業）

お昼休み ※3

　『全校課題研究発表会』
　　　　　12：45～12：55　　開会式
　　　　　12：55～13：55　  発表①
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　機械工学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　社会基盤工学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　商業科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　電気電子工学科
　　　　　13：55～14：05　　質疑応答
　　　　　14：05～14：20　　休憩
　　　　　14：20～15：05　　発表②
　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　電子機械工学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　商業科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　建築学科
　　　　　15：05～15：15　質疑応答
　　　　　15：15～15：25　閉会式（学校長講評、学校評議員講評、実行員長挨拶）



パソコン

プロジェクタ

スポットライト

ビデオカメラ

商業科ディスプレイ

椅子予備 入口　　　 椅子予備

ビデオカメラ

必要なパイプ椅子の数　２２３（来賓・保護者・中学校関係席・実行委員・発表者控え席・管理職・３学年職員）＋映像配信＋職員席

入
口

映像配信
スクリーン

39 39 42 38 37 39 41

映像配信
スクリーン 正副担任席 ３年生・職員用（各クラス７行６列）　椅子２６１　パイプ椅子１４

保護者・中学校関係席７２席

映像配信

管理職
来賓席９６席

実行委員

コンセント

ブルーヒーター

令和7年1月17日 ダルマストーブ

点火 消火

令和６年度　全校課題研究発表会　全体会場図
ジェットヒーター

大スクリーン 発表ステージ

机 机
階

機

械

電
子
機
械

電
気
電
子

社
会
基
盤

建

築

中スクリーン

発
表
者
控
え
席

2F

2F

20

18

入場口

機械、電子機械、電気電子

入場口

社会基盤、建築、商業Ｆ・Ｇ

商
業
Ｆ

商
業
Ｇ

発表用机

①②

③

①

②

発表用机

3

発表者2

机

マイク①②マイク③④

職
員
席

発
表
者
展
示

体
育
館
後
方

B

ホワイト

ボードルンバ

MKⅡ

C

車を無線給電

しよう!

D

産・官・学連携

による一級河

川「松川」の

河川整備

E

設計①「結～図書館

が結ぶ人と本

本が結ぶ人と人～」

設計②「MEGU 

～ハニカムで形作る

はじまり～」

商

鼎地区

商

下久堅

地区

A

粉が
飛ばない
黒板

2F

３



ジェットヒーター

ブルーヒーター

コンセント

ステージ

令和7年1月17日

令和６年度　全校課題研究発表会　小体育館

2F

2F2F

2F

裏裏裏

ビックバン製作所
ミニ四駆の革命児

手こぎ自転車

冷たい水で
夏を快適に!!

Ｄｅｓｋ

Ａｔｔａｃｈｍ
ｅｎｔｓ
の製作

Dirt Dｏｗｎ

グラウンド整備

を簡単にする

学科説明の
動画制作
と掲載

歴史学習

ゲーム

10年、20年、

いや100年先

まで使われる

ゴールゲートを

私たちは作る

第二種

電気工事士
の教材作成

色認識を

用いた
入退室記録

センサを

用いた鍵の
使用状況の

把握

圧力発電の

応用

エコ発電装置

人の心に響く

音楽と映像

入口 出口

小体育館の階段は左側通行

自動運転

車椅子

アルミ缶と

スチール缶の

分別機

ロボットアーム

を使った

自動お金選別機

発電

ストーブ

テックライダー・

ベルトの製作

薬の

振り分け機

電子機械工学科 機械工学科 電気電子工学科

４



ジェットヒーター

ブルーヒーター

コンセント令和7年1月17日

令和６年度　全校課題研究発表会　格技室

裏裏 裏

土木製品を活用

した造園づくり

校内整備

計画

橋北地区

【人と結の森】

川路地区
【川路の魅力
かわらんべ】

全市班
【飯田に帰っ
てＯＩＤＥ】

す

ご

ろ

く

展

示

校内環境

整備

リヤカー班
【スマイル
ください！】

松川アダプト

プログラム

丸山地区

【丸山の子】

デジタル班

【飯田中心市街地における歩

行者の行動分析とｱｲﾃﾞｱ提案】

建築設計

A班

ポスター掲示

空き家班
【空き家問題
をより身近に
---------。】

上郷地区

【りんごと光る
魔法のまち】

封
鎖

出
入
口

建築設計

E班

建築設計

D班

建築設計

C班

建築設計

B班

水

引

展

示

商業科紹介映像

下久堅地区
サツマイモチップ

スの販売

商-01 鼎地区、商-07 下久堅地区 は大体育館へ展示

商業科

建築学科

社会基盤工学

５



機械工学科 3年 A組 
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機械工学科 3年 A組 
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電子機械工学科 3 年 B 組 
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Ｂ-１ 自動運転車椅子 

大島晃栄 吉沢瑛希 古田匠 串原大治郎  

梶本陽南太 北原拓也 

私たちは電動車椅子

の製作をテーマに選び

ました。この電動車椅

子は、先輩方が過去に

製作した電動車椅子に

ラインをトレースする

機能を搭載し、地面に

引いてある黒色の線を

センサで読み込むことで、指定した位置まで自動で進むと

いうものです。また、走行開始やルート選択を簡単に操作

できるように操作用の webサイトを作成し、誰でも簡単に

スマートフォンやタブレットで操作ができるようにしま

した。この電動車椅子を使用することで、社会問題となっ

ている高齢者福祉施設などの人員不足を解消することが

可能になるのではないか、と考えています。マイコンカー

ラリーで培った知識を活かして研究を続けてきたが、セン

サが線を読み込まなかったり、web サイト上で走行開始ボ

タンを押しても

反応しなかった

りと、たくさん

の課題があり、

解決するのに苦

労したが、多く

の問題を解決す

ることで、多様な知識を身に付けることができました。 

 

 

Ｂ-２ ロボットアームを使った 

自動お金選別機 

村澤尚弥  熊谷颯太 奥田光希 手塚新太 

私たちは社会課題

の労働力不足への対

策として、今まさに需

要が高まっている「産

業用ロボットアーム

を用いた装置」を製作

し、社会課題の改善に

一歩でも近づくために「ニデックモビリティ株式会社」様

と共同で、ロボットアームを使った自動お金選別機を製作

しました。学校で習った「ロボット」と「PLC」のほか、

企業連携で得た技術である「画像識別処理」を加えたロボ

ットになっています。さらに見ている人たちを楽しませる

ために、お金を食べる犬や、動作開始とともに楽器を演奏

する「くまさん」の設置。「偽札」を検知しシュレッター

に送るプログ

ラムなど、オ

リジナリティ

にもこだわり

ました。「お金

を運ぶだけじ

ゃない！」このロボットをぜひ楽しんで見てください。 

 

 

Ｂ-３ 発電ストーブ 

村松燈弥 福島圭亮 富内輝 熊谷遥希 

私たちは発電ストー

ブの制作テーマに選び

ました。この発電スト

ーブは、ストーブに発

電ユニットが付いてお

り、ストーブ内部で火

をつけて燃やすことで、

発電ユニット内のペル

チェ素子が動作し、温度差によって発電するというもので

す。また、私たちは発電量をより多くするために、発電ユ

ニット内にペルチェ素子を 8個内蔵するなどの工夫をしま

した。この発電ストーブを使用することで、災害時やキャ

ンプ時に暖を取れると同時に、発電することができます。

特に災害時には電気が死活問題になるため、このような暖

を取れて発電もできるという製品はとても優良な製品に

なります。私たちは企業様や加藤先生に協力してもらいつ

つ、3 年間で学んだことを最大限活かして、全力で製作に

取り組みました。この課題研究を通して、様々な経験がで

きたと同時にた

くさんのことを

学ぶことができ

ました。 

 



電子機械工学科 3 年 B 組 
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Ｂ-４ テック・ライダー ベルト 

小栁 悠真 新田 安軌人 塩澤 冬晴  

熊谷 優也  佐々木 大輝 野島 ケビン ヒウマ 

私たちは飯田 OIDE

長姫高校の名物テッ

クレンジャー・ヒー

ローをもっと盛り上

げるため、新グッズ

として『変身ベルト』

の開発を行いました。仮面ライダーの変身ベルトをモチー

フに,電子と機械を組み合わせた自分たちの学科らしいベ

ルトを設計しました。細部にまでこだわった 3DCAD設計や

新たな試みとして、NFC を連動させたアプリのプログラミ

ング、アニメーションや動画編集技術など、3 年間で身に

着けた技術を盛り込みました。変身ベルトの製作という一

風変わった課題研究を

行い、アイディアを形

にするという「ものづ

くり」に挑戦しました。

今回製作したベルトを

ヒーローショーに使用

して、もっと子どもた

ちを喜ばすことができたら嬉しいです.  

 

 

Ｂ-５ アルミ缶とスチール缶の分別機 

今村紅令羽 熊谷圭哉 椙山洸大 萩原一博 

原 健太  平澤礼恩 松下莉久 

私たちはアルミ缶

とスチール缶を磁石

で分別する機械を製

作しました。この機械

は、センサが缶の通過

を検知するとモータ

ーが駆動し、ベルトコ

ンベアを動かします。

ベルトコンベアには磁石が取り付けられており、磁力を利

用してスチール缶を引き寄せる一方、磁力に反応しないア

ルミ缶は別の方向に分けられる仕組みです。製作過程では、

センサが缶を正確に検知できない問題や、磁石の強さが不

足してスチール缶を引き寄せられないといった課題に直

面しました。しかし、度重なる調整でこれらの問題を解決

しました。また、モーターの選定や制御方法、ボルトの加

工方法の検討など、細かな調整や改良にも多くの時間を費

やしました。この経験を通して、ものづくりの面白さと、

難しさを実

感するとと

もに、チーム

で協力して

課題を乗り

越えること

の重要性を

学びました。 

 

 

Ｂ-６ 薬の振り分け機製作 

倉科柊介 溝口空翔 森脇遼介 湯浅瀧人 

私たちは複数の薬

を指定した個数だけ

取り出す機械を製作

したいと考え、球を

薬に見立てて 10ｍｍ、

20ｍｍ、30ｍｍ各種

類の球を指定した個

数取り出す機械を製

作しました。レーン

とカウントプロペラを変更、改善することにより当初の目

的の薬だけでなく、ネジや部品の取り出しにも応用できる

と考えます。この装置はマイコンによりステッピングモー

タを制御し、ステッピングモータに取り付けたカウントプ

ロペラによって、指定の個数球を取り出す仕組みとなって

います。ステッピングモータを制御するプログラムの作成

や、３D CAD での筐体の設計・製作は大変でしたが、3 年

間の実習で培った知識、技術を活用して装置が完成して良

かったです。 
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C01 色認識を用いた入退室記録 

レポート等提出物の提出時に担当の先生が用事等でどこに居るのかわ

からず、提出が遅れてしまうという問題を解消したいと考えた。そこ

で、各教室に先生がいるのかどうかの判別できるカメラを設置し、デー

タベース上で集計するようなシステムの研究を行った。研究を通じ、画

像認識についての知識を深め、技術を身につけることができた。 

 

C02 圧力発電の応用 

日頃から私たちの生活の中で目にしないことはない電気機器

を充電する手間や電池交換などの生活の中で感じる小さい不便

を少しでも無くしていける、また、自己発電できる機器を作る

ことでこれからも深刻になっていく電気需要を小さいものから

少しでも緩和させていくことができるのではないかと考えた。 
 

C03 エコ発電装置 

私たちの班は、地球温暖化や地震などの自然災害が多い今、CO2を排

出しない地球に優しい発電装置を作ることや、被災者の方々に僅かな電

気でも供給していきたいという思いでエコな発電機に着目した。 

様々な発電方法がある中、私たちは水力発電の製作に取り掛かった。

研究を通し、発電においてどのような課題があるか、また電気について

改めて知識を深め、社会に貢献できるように技術を身に着けていく。 

 

C04 音楽と映像の相互関係 

本研究では、人々の心に少しでも変化をもたらすミュージックビデオ

（MV）を作ることを目標に、作曲・撮影・編集を行った。落ち込んだ

時など、何かのきっかけで私たちの制作したMVを見て、心のよりど

ころにしてもらいたい。 

MV制作にあたり「CakeWalk by Bandlab」と「Adobe Premiere 

Element」を使用した。音楽の基盤となるコード進行や、動画を編集す

る上での色合いの心理などを学び、意識しながら制作を進めることで、

音楽と映像の相互関係について理解を深めた。 

 

C05 学科説明の動画制作と掲載 

本研究では、中学生や外部の方に電気電子工学科のこと

をさらに多く知ってもらいたいと思い、本学科についての

情報をまとめた動画を制作し、掲載することにした。 

本学科のWEBサイトに掲載されていない情報を含めた

内容の動画を見てもらうことで、中学生の進路決定に役立

ててもらうとともに、入学後の学校生活を思い浮かべても

らいたい。  
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C06 センサを用いた鍵の使用状況の把握 

実習で使用する教室の鍵は今どこにあるのか。わざわざ教

室に行かなくても一目でわかる機能があればもっと手軽に本

学科の学習に取り組めるのではないかと考え、センサを使い

研究室に鍵があるかを確認できるシステムの製作を行った。

研究を通して、必要なプログラミング知識・技能の向上、一

つのシステムを完成させるという経験を得た。  

C07 第二種電気工事士の教材製作 

第二種電気工事士試験を受験する人が、道具の用途を深く理解してい

ないと感じた。そこで道具の用途を深く理解してもらいたいと考え、第

二種電気工事士の技能試験についての教材製作をした。 

受験者が深く理解するためには、受験者が勉強の中で困っている内容

を知る必要があった。そこで最初にアンケートを取りその結果から「複

線図が難しい。」や「楽しみながら覚えられる仕組みがあるとよい。」と

いった意見を参考に複線図パズルを製作することにした。研究を進める

中で教材の評価方法と指導や教材の活用法についても考え、教育に関す

る知識を高めることができた。 

 

C08 車を無線給電しよう！～快適な未来へ向けて～ 

日本政府は昨年 12月、2035年まで 100%電動化を進め、ガソリン

車の新車販売を禁止することを決めた。電気自動車の給電時間は長く

使用者のストレスとなっているため、走行中に給電する方法の一つで

ある無線給電を思いついた。無線給電の理論を学び実際に無線給電し

ながら走行する模型を作ることができた。 
 

C09 10年、20年いや 100年先まで使われるゴールゲートを私たちはつくる 

本研究では、ライントレースロボット大会での問題点である、監督や

タイム計測者がいて邪魔になってしまう、人の入れ替えなどで大会がス

ムーズに執り行いづらいなどの意見に着目した。本研究で製作している

ゴールゲートは超音波センサ(SR04)が入っており、センサで距離測

定、ライントレースロボットが通過することによって距離が変化し、変

化した値を使いタイムを計測する研究を行った。 

無線操作でのゲートの開閉、同時にタイム計測が可能になりその結果

をパソコンで確認できるようになった。 
 

C10 歴史学習ゲーム 

私たちは、楽しみながら学習できる良い方法はないかと考え、

RPGツクールMVというゲーム制作ソフトに着目した。このソフ

トを使ってクイズ形式で敵を倒す RPGゲームを作れば、ゲーム

をしながら楽しく学習できるのではないかと考えた。さらに問題

だけでなくストーリーを作り背景やマップを組み合わせれば、よ

り学習しやすくなると考えた結果、苦手な人が多い科目「歴史」

に注目した。ゲーム制作を通してプログラミングやパソコンにつ

いての理解を深めると同時に、歴史に関する知識や理解を深め

た。 
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 平成 29 年度より開始された標記の取り組みは、長野県飯田建設事務所、建設業協会飯田支部、測量設計業協会南

信支部と本校社会基盤工学科による協働作業であり、今年で８年目を迎えているものです。これまで測量作業、河

川堤防上での対空標示を行い、その後は河川敷内での遊歩道設置を７ヵ年間で延伸してきており、本年度も 15ｍの

インターロッキングブロック舗装を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３・４年度の学科連携で中庭に太陽光発電を搭載した東屋及び休憩施設を製作したが、通路がなく上履きで通行す

ると汚れてしまうため、東屋及び芸術棟トイレ前の通路の製作を行った。環境に配慮し、校内にあった廃材の石を活用し

て製作していく。工程は掘削→境界ブロック設置→飛び石設置→砂・砂利敷き均しを行った。トイレ前については、次年

度に芝生を敷設する予定である。 

 

今年で４年目の取り組み。ブロックや平板

などの土木製品を使用し、自然との調和をテ

ーマに住宅の外構工事および造園作業を行

った。はじめに北側の空間に暑さ３センチの

平板ブロックを敷設しテラスを増設、また駐

車場を拡大した。荷重が多く加わることから、

地盤を改良。水平器で測量しながら平らにブ

ロックを敷き詰めた。モグラの被害を乗り越

え、緑とブロックのカラフルで温かみのある

庭が完成した。  

 

D－１ 産・官・学連携による一級河川「松川」の河川整備 

 

D－２ 校内整備計画 

    

D－３ 土木製品を活用した造園づくり 

       

テラスおよび玄関付近 
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松川アダプトプログラム 

長野県より委託された「松川」の指定区間における河川堤防の除草作業を実施しました。  

指定区間 水の手橋～城下大橋 

ボランティアサポートプログラム 

国土交通省から委託されたアップルロードの指定区間の清掃作業を１年通して 

実施しました。 

指定区間 

路線名 一般国道１５３号 飯田バイパス 

上り １２２．９６ｋｐ～１２４．３４ｋｐ 

下り １２２．９６ｋｐ～１２４．３４ｋｐ 

◇土木棟整備 

 ３年間使用した各実習室（製図室・計算室・水理実験室・材料試験室）の整備・清掃を行った。 

 感謝の気持ちを込めて、普段目の届かない所まで丁寧に整備・清掃を行うことができた。 

◇使用工具安全確認作業（箱馬製作） 

 使用工具を始めて扱うものが多いため、安全に施工することを目的として、文化祭の橋製作で使用した 

1×4材（ワンバイフォー材）を用いた箱馬製作を行った。基本的な工具の使用方法を確認できた。 

 以下、２つの製作物にあたり、橋製作に使用した資材を再利用した。 

◇テニスコート土留め板製作・設置骨 

 現況確認→高さ調整→仮止め→土留め板製作→防腐剤塗布→設置の順で作業を行った。 

 慣れない作業で時間を要してしまったが、完成・設置することができた。 

◇廃材回収 BOX側壁・ふた製作 

  骨組のみの回収 BOXに、保全を目的とした側壁とふたの製作・設置を行った。 

  製作していく中、ふたが閉まらない問題が生じたが、試行錯誤を繰り返し枠内に納め完成に至った。 

 

 

 

 

 

 

土木棟整備        工具安全確認作業    テニスコート土留め    回収 BOX側壁・ふた製作 

 

D－４ 松川アダプトプログラム・ボランティアサポートプログラム 

 

D－５ 校内環境整備「土木棟整備」「工具安全確認作業」「テニスコート土留め板製作・設置」「廃材回収 BOX側壁・ふた製作」 

 

作業写真 

活動前全景 活動後全景 
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石井美月 「ホワイトヒルズ」 

 

幅広い世代

の人や動物

も利用でき

る駅ビル 

今井颯斗 「Come heal」 

～癒しの一時～ 

 

喬木村の魅力

を知ってもら

うためのホテ

ル 

今井亮太 「Active」 

～元気と絆を生む場所～ 

子供たちが学び遊び交流できる

児童クラブ 

内山優月「full of memories」 

～1つの場所でたくさんの思い出を～ 

みんなで思

いっきり楽

しめて思い

出がたくさ

んつくれる

場所 

岡田良大 「お米雑貨カフェ」 

雑貨店とカ

フェを合体

させた施設 

 

 

建物の形状はお米の形 

金田陽翔「PERFECT N DAY」 

     ～休日の娯楽に～ 

阿南町新野の傾斜地を利用して、

町民と町外

の人を町の

文化でつな

ぐ休憩施設 

熊谷獅子「でこぼこ販売所」 

  ～果物づくしの休日へ～ 

松川町の果物の良さを知っても

らうため

のトライ

アングル

な施設 

髙坂楓芽  「架け傘」 

～人から人へ～ 

児童クラブ

で高齢者交

流施設を合

わせた施設 

後藤慶伍「One sweep library」 

図書館と勉強ス

ペースを設け、パ

ブリックルーム

を併設した複合

型図書館 

小原梓奈 「ほっとひといき」 

道の駅

に宿泊

所やカ

フェな

どが融

合した複合施設 

近藤舞子 「満喫 Ligare！」 

 

1日をちょっと楽しくする場所 

佐藤晃生 「バイパス」 

～楽しくボクシングを～ 

プロを目指す人、楽

しくやりたい人が

同じ場所で汗を流

す 

澁谷暖斗 

「作る、食べる、ジビエパーク」 

～害獣を通して生活を豊かに～ 

ジビエで町おこ

し、村民や村民以

外も利用する 

下枝愛希 「食ぱん一斤！」 

まだまだ

元気なシ

ニア世代

が働くこ

とができ

るカフェ 

所澤友奈 「おいでなんしょ」 

山本に思い出のある方に、なつか

しい!やっぱいい所!と思ってもら

えるよう

な古い町

並を詰め

込んだ施

設 

城田滉生   「circle」 

～グランピング施設～ 

非日常的な感じの

妙琴公園内にある

グランピング施設 

菅沼來生「ONE POINT」 

   ～暮らしのひとつに～ 

鼎駅近くに、

鼎の人々が

集うフード

コートのあ

るスーパー 

鈴木ビアンカユカ 

「伊那八幡 Roadside Station」 

年代を問わず

勉強や読書、

飲食など様々

な利用ができ

る施設 
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関帆奈美 「星のゲスト」 

～1日の特別な宿泊を～ 

レストラン

と温泉と宿

泊所を融合

した複合施

設 

高山桜奈 「さくらの集会所」 

～ぬくとい保育園～ 

保育施設がメインの幅広い年代

の 人 々

が 集 ま

り た く

な る 空

間 

豊口梨菜  「ふらっと」 

高齢者

を中心

に地元

の人々

と交流

する施設 

中島渉   「道の駅」 

～inかわらんべ～ 

かわらんべ

との繋がり

をもち足湯

をメインと

した道の駅 

中原稜 「道の駅」～果の郷～ 

松川の商

店街と遊

歩道でつ

ないだ国

道沿いの

道の駅 

西尾向日葵 「Motto Hotto」 

～心も身体もホカホカに～ 

地元地域では

希少な露天風

呂付き温泉複

合施設で心も

身体もあった

まろう！ 

羽場弘花 

「縁」～人が集まる豊かな場～ 

大鹿村の

傾斜地に

建つ、円

形の複合

施設 

林虎士郎  「スリーピース」 

道の駅と

レストラ

ンとカフ

ェを融合

した複合

施設 

前島祐里 「ENJOYABLE」 

～自然と学ぶ～ 

上村の子

どもたち

を遊びで 

育てる、学

童施設 

増田智哉「ONE PIECE」 

～大自然の中の道の駅～ 

地元の人、市

外の人も誰も

が楽しめるよ

うな道の駅 

松村應  「Focus」 

  ～目的の場所に～ 

松 尾 住

人 が 集

う 八 角

形 の カ

フ ェ 付

きジム 

南島柊太「Stepped Hometown」 

～階段状の理想郷～ 

地 元 の

人 や 阿

南 町 を

訪 れ た

人に立ち寄ってもらえる施設 

宮下心優「ALLIUM」 

～すべての人に憩いの場を～ 

リニア飯田

駅とつなが

る、商業施設

の入ったバ

スターミナ

ル 

森本結月     「環」 

道の駅に

＋ α で

様々な施

設 

米山偉織 「village the hotel」 

～一旦泊まってみ～ 

都会から来た

人に泊まって

もらい喬木の

良さを知って

もらう 
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商 01【鼎地区】 鼎の願い、かにゃえます 

特産品、爆誕にゃんだに♡ 

伊藤、片桐、木下、清水、知念、原、牧内、宮澤 

鼎の歴史や特色
などを知ること
からスタートし
た。模索する中
で、「鼎といえば
これ！」といった
新しい名物を開
発したいと動き
出した。街づくり

委員会の会長 奥村さんのブドウ畑で収穫体験、‘’
およりてふぁーむ‘’所長さんの話を聞き、鼎で収
穫したものを使って「スウィーツ」をつくりたいと
考えるに至った。鼎のパテスリーPOLKA さんが快く協
力してくださり、試行錯誤しながら試作品が出来上
がった。鼎まちづくり委員会の皆さんをお招きして
試作品発表会を行い感想等伺った中でこれから活
かせるものを提案し、PR できるようポスターを作成
し今後全国へ「鼎の特産」が知られるよう願いを込
めて発信する。 

商 02【ﾃﾞｼﾞﾀﾙ】 飯田中心市街地における歩行者の行動分析とｱｲﾃﾞｱ提案 

飯田中心市街地における歩行者の行動分析とｱｲﾃﾞｱ提案 

稲田、勝野、木下、鈴木、道林、原田、松下、米山 

中心市街地の主
要な施設利用者は
増加しているもの
の、歩行者通行量は
減少している。この
課題を解決するた
め、EPSON㈱の GPS
端末を使用し、歩行
者の行動分析を進

めていくこととした。 
本研究では、GPS 端末を用いて中心市街地を行動し
てもらい、中心市街地の活性化に向けたアイデアを
考案するためのデータを入手することを目的とし
た。市営駐車場を起点に、駐車場利用者を対象とし
て調査を実施した。駐車場利用者に対して、事前ア
ンケートの記入と M-Tracer を持って行動してもら
えるかの依頼を行った。サンプル数として、全 51
件のデータを回収することに成功した。 
 

商 03【丸山地区】 丸山の魅力発信 

丸山の子 

金田、勝又、木下、関島、中村、福与、松葉口 

 活動を行っていく中で、丸山地区にはおいしいも
のがたくさんあるという魅力があることに気がつ
いた。だが、この魅力を地域の一部の人しか知らな
かったため、より多くの人に知ってもらえるよう活
動を始めた。地域の方にインタビューを行った結果、い
ずみの家のパンといろりばたの会の野菜がおいし

いという意見があったため、この２つを合わせた商
品を開発し、地域の文化祭で販売することにした。 
 文化祭当日、いずみの家といろりばたの会の方と
開発した「やまぽ
て」を販売したと
ころ１時間で完
売することがで
き、地域の方にお
いしいパンや野
菜があることを
知ってもらうこ
とに成功した。 
 

商 04【橋北地区】 橋北地区に無いものを作ろう！ 

人と結の森 

佐々木、鎌倉、熊谷、関島、原、古田、山岸 

橋北地区で活動
を行っていくため
に主事さんや公民
館長さんからお話
をお聞きした。そ
こから、年代問わ
ず地域交流するた
めのスペースが必
要だと考え、橋北

公民館内に図書スペースを設置することにした。コ
ンセプトとして、「誰でも入りやすい暖かいスペー
ス」を目指し、図書スペースの名前や看板のデザイ
ンを橋北地区の中学生に提案してもらい、看板作成
を浜井場小学校の 5 年生と行った。また、橋北地区
の方々に向けて図書スペースの存在を知ってもら
うためにお披露目会を企画し、実施した。 
 

商 05【上郷地区】 上郷の魅力で繋ぐ未来 

りんごと光る魔法のまち 

中井、川上、小林、高木、原、本多、吉池 

上 郷 の 魅 力 を
様々な方へ伝えた
い、と私たちは考
えた。そこで①上
郷産のりんごを使
ってお菓子を作
り、「もみじ祭り」
で販売する、②野
底山森林公園「ラ

イトアップ・イルミネーション」参加のために竹宵
を作り、展示する、これらを上郷の方々にご指導し
ていただき、取り組むことができた。どちらのイベ
ントにも沢山の方々にご来場頂き、上郷の魅力を伝
えることができた。また、私たちの活動を支えてく
ださった上郷の方々からも「上郷をこれから先も大
切に守っていきたいと改めて思った」「高校生の感
性に刺激をもらった」などのご感想を頂いた。人と
の繋がりを強く感じた活動になった。 
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商 06【空き家】 家の未来を考えるための情報発信 

空き家問題をより身近に---------。 

池上、大倉、沖田、熊谷、塩澤、日比、宮﨑、宮澤 

この３年来の先輩方が
飯田市の大きな課題の一
つは「空き家問題」だと
提示され、高校生にでき
ることは何であるかを検
討し、その結果「情報発
信」であると考えた。私
達も空き家が増加するこ
とは問題だと感じたので
受け継ぎ活動を始めた。 

飯田市の空き家を増やさないために、自宅の将来を
考えるきっかけをつくることをテーマとした。 
活動は、①空き家について知る、②「空き家を増

やさない」という目標達成のために「空き家のゲー
ム」の作成、③空き家を増やさないための啓発活動
として校内外での講演会実施に取り組んだ。 
 

商 07【下久堅地区】 ひさかた和紙の伝統と地域野菜を未来へつなぐ 

しおりみくじで運試し！甘さとカリカリで笑顔倍増 さつまいもチップス 

伊藤、葛西、熊谷、篠田、田中、平澤、宮崎、吉川 

下久堅の伝統で
ある「ひさかた和
紙」と地域野菜で
ある「さつまい
も」を使って、商
品開発に挑戦。私
たちの活動がき
っかけで、地域の
皆様の「関心」や

「愛着」が高まり、今後、下久堅の未来へ繋がる「活
動」となることを願って「しおりみくじ」と「さつ
まいもチップス」の作成と販売活動を行った。販売
から得た利益で絵本を購入し、ひさかた和紙と元結
を使って作成したしおりとともに公民館図書館へ
寄贈した。多くの方が手に取り、魅力を感じて頂け
たら嬉しく思う。 
 

商 08【川路地区】 川路の良さをどこまでも 

川路の魅力かわらんべ 

新井、伊原、加藤、熊谷、田口、鶴田、廣瀬、横前 

川路に住む地域
の方々にお話を
聞くなかで、川路
で育った子ども
たちが大きくな
って他の地域に
行っても、川路の
ことを思い出し
てほしいという

地域の方の 
 

思いが印象に残った。そこで川路の子どもたちに
川路の魅力を楽しく知ってもらい大人になっても
川路を大切に思う気持ちを持ち続けてもらうため、
川路の方たちが大切にしている思い出の場所や楽
かったことを詰め込んだ川路すごろくを制作した。
実際に川路地区の文化祭で子どもたちにすごろく
を体験してもらい、たくさんの子どもたちに楽しん
でもらうことができた。子どもたちがこの先も川路
を大切に思ってくれたらうれしく思う。 
 

商 09【ﾘﾔｶｰ販売】 地域に元気を届けよう！ 

スマイルください！ 

安藤、今村、川上、小林、檀原、藤本、古林、𠮷澤  

昨年度の先輩方の
活動を参考に、リア
カー販売を行うこ
とにした。昨年度は
ポスティングだけ
のＰＲであったが、
交流会を企画した
りＱＲコードを使
ったアンケートを

実施しりした。しかし、昼間に地域にいるのは高齢
者がほとんどで全くレスポンスが得られなかった。
その後、松本大学の先生方に有益なアドバイスをい
ただき、次に繋がる活動ができるようになった。ま
た、学校近隣の地区の方々が「懐かしい」「また高
校生に会えてうれしい」とお声掛けしてくださり、
地域の方に支えれられていることを再確認した。 
 

商 10【全市】 飯田をもっと知って今までより好きになってもらおう 

飯田に帰ってＯＩＤＥ ～水引で結ぶものがたり～ 

安藤、内山、北原、近藤、原、松井、松下 

飯田には魅力がいっ
ぱいあることこの活動
で私たちは知ることが
でき。この授業がなけ
れば、私たちも知らな
ければ、進学後飯田に
帰ってきたいという気
持ちになれなかっただ
ろう。そこで、私たち
の知った魅力を広める
ことで、飯田に戻って

きたくなる活動『飯田に帰って OIDE』に取り組むこ
とにした。飯田の魅力の【水】を文化の原点とし、
水引体験、猿倉の泉の水を使った和菓子の販売、コ
ーヒーの試飲などを中心に保育園、小学校、地域の
大人の方々と多くの方と関わらせていただき、飯田
の魅力を体験し、食べてもらうことで広めることが
できた。【みんな、将来は飯田に帰って OIDE！】 
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粉が飛ばない黒板 
発表者 田中柊矢 稲葉優美 大島沙也 

    川手瑛太 實原悠斗 

機械工学科の主題「学校生活での問題」について話し合い、 

教室の黒板を掃除するときチョークの粉が舞って嫌だという意見から、

「粉が飛ばない黒板」を作ることにした。 

活動計画 

    ４月 テーマ決め、中間発表 

   ５･６月  構造の計画、設計 

   ７～９月 試作品製作･実験 

１０～１１月 作品の設計･製作 

   １２月 完成･実験 

 
発表のみどころ 

   実演するときにチョークの粉が飛ばないか目をこらして 

見てもらえると嬉しい。 

おしらせ 

 1 月 17 日の課題研究発表会 

機械工学科は 

「粉が飛ばない黒板」に決定 
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黒板ができるまでの道のり 
小さい黒板でブラックライトを使いどれくらいの粉が舞っているか調べる 

      ・暗室でブラックライトを使用して粉の舞かたを観察 

どうしたら粉を減らせるのか案を出し合う 

決まった試作品のデザイン・設計・製作に取り掛かる 

・枠組みには学校にあった木材を使用 

・60×30の鉄板に 2種類の穴をあける→一辺 3cmの三角形・四角形 

 （どちらが良いか実験のため） 

・チョークの粉が吸えるように穴をあける 

・鉄板に文字を書けるようにスプレーを使って塗装 

・3Dプリンターでパイプをつなぐ部品を作る 

・パイプを黒板の中に入るサイズで切る 

・組み立てて掃除機を取り付ける 

実際に吸えるのか実験 

   ・暗室でブラックライトを使用して粉の舞かたを観察 

結果をもとに反省を生かし本番用黒板の制作に取り掛かる 

・180×90の鉄板に直径２㎜の穴をあけスプレーで塗装 

・枠組みに木材を使用する 

・パイプを黒板のサイズに合わせて 9本用意し吸い込み用の穴をあける 

・すべてを組み立てる→掃除機を 3台使用・サポートとなる木を入れる 

粉を吸うのか実験 

   ・作品が大きく暗室に入らないため普通教室での実験 

 

結果 

   ・粉を綺麗に吸っていた 

   ・字を書きやすい黒板を作れた 

   ・黒板から出た粉の他にも黒板消しに付着した粉も吸ったため黒板消しもきれい 

になった 

 

反省 

   ・吸引力が弱く感じた 

   ・木材やパイプなどは綺麗に加工できなかった 

 

課題研究を通して 

   ・機械科で学んできたことを活かし制作に取りくめた 

   ・物作りを通して達成感を感じられた 
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 車を無線給電しよう！～快適な未来へ向けて～ 

【北原立聖 塩沢虎太郎 下枝真叶 原巧海 矢﨑海凪 矢澤諭人】  

 

研究概要 

日本政府は昨年 12 月、2035 年まで 100％電動化を進め、ガソリン車の新車販売を禁止する

ことを決めた。電気自動車の給電時間は長く使用者のストレスとなっているため、走行中に給

電する方法の一つである無線給電を思いついた。無線給電の理論を学び実際に無線給電しな

がら走行する模型を作ることができた。

1 はじめに  

(1) 研究動機  

自動車の給電時間は普通充電なら8時間、
急速充電なら 30分と、とても長い時間がか
かってしまうため、無線給電を使うことで、
車を利用している人の限られた時間をより
有効に使えるのではないかと考えたことが
この研究を行うに至った動機である。 

 

(2) 研究目標  

電気自動車が走りながら無線給電できる
社会を作る。 
電気自動車を無線給電するために長距離

かつ高効率で給電する方法を見つける。 
電気自動車での実装に向けて必要電力を

計算し、模型を作る。 

 

２ 研究経過 

表 2-1 研究経過 

5月 
無線給電の理論を学ぶ 

6月 

7月 簡易的に無線給電機を作る 

8月 
距離を離した状態での給電方

法を考える 

9月 
ライントレースロボットへの

実装 

10月 試走 

11月 
出てきた問題の解決 

12月 

1月 
車での実装に向けて試行錯誤

する 

 

３ 研究内容および考察 

(1) 研究内容  

① 理論 
無線給電は大きく分けて 5 つの方式が

あるが、今回の研究では電磁誘導方式の
従来型と磁界共鳴型を使用した。従来型
は、一般的に売られているワイヤレス充
電器と同じで、電流の流れる方向に対し

て右ねじを回転する方向に磁場が発生す
るという「右ねじの法則」と、磁束の変化
量に応じて誘導起電力が生じるという
「ファラデーの法則」を使い無線給電し
ている。交流電源を使っている理由は
ファラデーの法則を使い誘導起電力を生
じさせるために磁束を変化させる必要が
あるためである。磁界共鳴型は、右ねじ
の法則とファラデーの法則に加え「共振」
を使うことで、電流を最大にすることが
できるため長距離かつ高効率に給電する
ことを可能にしている。 

② ワイヤレス電力給電実験キット 
私たちは CQ 出版社のワイヤレス電力

給電実験キットを購入し、研究を開始し
た。 
キットに給電・受電基板が入っており、

従来用コイルと共鳴型用コイル 55φ、80
φ（円の直径が 55mm,80mm）のものを手巻
きした。実際にどれくらいの距離を給電
できるのかをまとめたのが表 3-1 である。 

表 3-1  給電距離 

磁界共鳴型 

80φ 

磁界共鳴型 

55φ 

従来型 

36.0cm 16.5cm 3.0cm 

表 3-1より磁界共鳴型の 80φが最も長
距離であるため以降の研究では磁界共鳴
型の 80φを使用した。 

③ 模型の製作 

模型は実際の電気自動車を使うのがベ
ストだが用意が難しいため、代わりにラ
イントレースロボットを使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 ライントレースロボットへ実装 
ライントレースロボットを動かすため

には磁界を強くしなければならないと考
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え巻き数を増やしたがモータは動かな
かった。そこで、逆に巻き数を減らして
みるとモータは回転した。しかし回転速
度が低速であったため、リッツ線やイン
バータを試してみることにした。 
リッツ線とはエナメル線を何本かまと

め、ねじったものである。導体の抵抗は
周波数の増加とともに大きくなるが、
リッツ線を利用することで高周波の抵抗
損失を小さくすることが可能となる。
リッツ線を使ったコイルで実験を行うと
回転速度が速くなった。 
キットの電源は 2MHz,12V であり周波

数が高すぎる点や電圧が低かった点など、
不便が生じていたため 200kHz,25V のイ
ンバータを小松先生に助けてもらい製作
した。インバータの周波数を低くするこ
とで、回路の LC要素を大きくでき、更に
元の電圧を高くできたことで、モータの
回転速度を向上させることができた。 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 自作インバータ 

以上の技術を使い実際にライントレー
スロボットを走らせるコースにアクリル
板を使い製作した。アクリル板の下にコ
イルを巻きそのコイルに沿うようにライ
ントレースロボットが走るコースを白
テープで引くことで模型を完成させた。
その後、効率を計算してみたところ 41.9%
であった。 

(2) 考察  

研究結果より、磁界共鳴型で 55φより
80φの方が長く給電できた理由は円の直
径を増やしたことにより L 要素が増え、
磁界が強くなったことが原因だと考えら
れる。また、初めにライントレースロボッ
トのモータが回転しなかった理由は、磁
界を強めたかったため巻き数を増やした
が、その分コイルのリアクタンス(L要素)
が増えてしまい電流が減り磁界も弱まっ
てしまったことが原因だと考えられる。 
インバータを変更し、モータが動くよ

うになった理由は、周波数を 2MHｚから
200kHz に落としたことにより回路の L 要
素や C要素を増やすことができたことや、
電圧を増やしたことによる電圧の増加が
原因だと考えられる。 
効率が 41.9%と磁界共鳴型としては高

い値を出せたのは給電・受電コイル間の
距離を近くしたからであると考えられる。 

 ４ まとめ 

(1) 研究結果  

電気自動車を無線給電することはでき
なかったが、ライントレースロボットを
無線給電することはできた。車を無線給
電するのにあたり給電距離はなるべく長
いほうがいいため従来型より磁界共鳴型
の方が適していると考えられる。効率は
41.9%と理論通りの値となった。どれくら
いの距離で給電したいかを決め、周波数
や電圧を調整することが大切だと分かっ
た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 4-1 完成模型 

(2) 今後の課題 

現在無線給電できている電力では車を
動かすことはできないため、インバータ
の耐圧を 25V より大きくすることや、無
線給電の効率を上げる方法、位置ずれに
強くする方法などを考える。 
実際の電気自動車を使い研究すること

はできていないため、電気自動車のモー
タだけでも確保できるようにしたい。 

 

５ 謝辞 

   本研究をするにあたり、研究に協力してく
ださった皆様に心より感謝申し上げます。 
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休日まで研究を手伝っていただき本当にあり
がとうございました。 
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一級河川 松川にＯＩＤＥなんしょ！プロジェクト 
～ 産・官・学連携による一級河川「松川」の河川整備 ～ 

 

社会基盤工学科 ３年 ・加藤珠羽 ・木下匠海 ・熊谷相志 ・後藤勇太 ・佐々木悠翔 ・中平浪稀 

・原田優 ・前沢龍駆 ・山田瑠希亜           指導 ・鈴木文明 

連携団体 ・長野県飯田建設事務所 ・長野県建設業協会飯田支部 ・長野県測量設計業協会南信支部 

 

１．はじめに 

 学校近隣に流れる一級河川「松川」での実習・実践は、これまでの「河川測量実習」や「アダプトプログラム」

による除草作業・ゴミ拾い等から現在でも一部継続されている。また、平成２９年度からは長野県飯田建設事務

所様より「建設系学科高校生における就労支援促進事業」の提案から、「自分たちでつくろうプロジェクト」とし

て産・官・学 連携の取り組みを手掛け、課題研究において実践してきた経緯がある。 

本取り組みの８年目にあたる今年度も、「天竜川・松川合流点上流（左岸）３.０ｋｍ付近での遊歩道（兼ランニ

ングロード）延伸の施工を昨年度に引き続き実施した。遊歩道はインターロッキングブロックを敷設する舗装路

面として施工し、その基礎部分である路盤工や縁石の敷設工については地元建設会社の方々と共に実践作業を行

った。 

本プロジェクトは今後も数年にわたり引き継いで、松川周辺の整備を実施していく取り組みである。 

 

２．目的 

 ・「自分たちでつくろうプロジェクト」のテーマに沿った実践をし、広報活動からも関心をもってもらう。 

 ・計画 → 立案 → 実働作業（ものづくり）を通じて実社会における公共事業の一端に触れ、卒業後の進路に

関する参考とすると共に、本事業の経験を今後の社会活動に役立てていく。 

 

３．実施箇所 

【基準点測量作業】‥‥‥ 天竜川・松川合流点上流（左岸）3.0km付近まで 

【対空標識ペイント作業】‥‥‥ 天竜川・松川合流点上流 2.5km・3.0km（両岸） 0.5km（左岸） 

【インターロッキングブロック敷設作業】‥‥‥ 天竜川・松川合流点上流 左岸3.0km地点付近 

 

４．これまでの活動内容 

【基準点測量作業】‥‥ 平成 29年度実施 (３６測点の測距・測角) 

 

 

 

 

 

 

 

 

松川沿いに測点を設けての測量   ＴＳ(ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ) での測角・測距     ３km３６測点もの測量 

 

【対空標示ペイント作業】‥‥ 平成 29年度 (４カ所)・30年度 (１カ所) 実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 型紙からチョークで路面に転写     ガムテープでマスキング       ローラー刷毛等でペイント 
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【インターロッキングブロック敷設作業】‥‥ 平成30 年度 (20m)・令和元年度 (40m)・令和２年度 (20m) 

          ・令和３年度 (階段の施工) ・令和４年度 (15m) ・令和５年度 (15m) ・令和６年度 (15m) 

 

 

 

 

 

 

 

 

測量して丁張（ちょうはり）掛け     丁張に従って縁石を施工             舗装路面の下地を施工 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローラーで転圧して締め固め     路盤に砂を入れて水平に均す     ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ ﾌﾞﾛｯｸ の搬入 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計図面通りにブロックを配置     ハンマーで叩いて高さ合わせ     すき間（目地）を等間隔に 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ポップなデザインを採用           施工区間全景         完成に安堵するメンバー 

 

５．おわりに 

今回の課題研究に際して、ご指導いただいた飯田建設事務所様、建設業協会飯田支部様、測量設計業協会南信

支部様に感謝いたします。 

企画（内容とデザイン）→ 計画（工事規模と予定）→ 施工（インターロッキングブロックの敷設）と建設工

事の一連の流れや作業の一端に触れることができ、大変に貴重な経験・体験ができました。また、社会の第一線

で活躍されておられる諸先輩方とのコミュニケーションも図ることもでき、４月からの新社会人生活に向けての

よい予行演習ともなったと思います。 

 慣れない作業からスタートした当初は１回の実習で数列しか施工できず、先々膨大な作業が残っているのだと

思うと期日に追われるプレッシャーとの戦いのようでした。しかし作業に慣れてきて、作業効率も向上し始める

とともにやる気や使命感も徐々に増してきて、結果として完成に至った今では充実感や達成感に浸ることができ

ました。松川おいでなんしょプロジェクトでの経験と、そこから得られた使命感の重要さを今後の生活に活かし

ていきたいと思います。 
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～図書館が結ぶ人と本 本が結ぶ人と人～                                        

                      

 

 

結 
 

建築学科 杉村愛花 

 

 

 

建設予定地 
長野県飯田市育良町 

 

・世代を超えた交流の場が少ない 

・学区外の人も立ち寄れる大きな図書館がない 

 

飯田市の課題 

 

 

図書館 ＋ カフェ 

 

の複合施設で 

 

 集客  ＋ 飯田市の活性化 

周りにスーパーやコンビニ、 

公園、飯田 ICがあるため 

アクセスしやすい 

 

平 面

図 

  

児童図書から一般図書まで幅広い種類を備え、読み聞かせ・談話コーナー、子供のコーナー、東西にそれぞれ勉強スペース

を設け、喋りたい人も静かに読書や勉強をしたい人も気軽に利用できる 

 

 

・両側全面ガラス張り 

・天窓 

 

採光効果 ＋ 植栽・景色・イベントを楽しめる空間 

 
屋上広場（イベントスペース） 

 芝生とコンクリートを交互に敷いた広場 

 

ここでイベントの開催や、花火大会などがある日に開放する

ことで図書館はもちろん、図書館以外の用途や地域の大切さ

を知ってもらう。 

 

コンセプト 

 

 

断面図 
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建築学科 茂木美羽 

● 建設予定地 長野県飯田市三日市場 

土地が開けていて日光を取り入れやすく、 

標高が高いので飯田市全体や周りの山々を一望できる 

● 設計主旨 

近代の日本では、様々な苦手意識を抱える

子供が年々増えている。 

私は、幼少期に過ごしてきた環境が大きく

関わっているのではないかと考えた。 

保育園の設計を工夫することで 

園児に様々な刺激を与えたい 

● コンセプト MEGU 

この建築物は 6つの 

“MEGU”をコンセプト

にしている。 

これらを基に設計する

ことで、園児の更なる精

神的・身体的な成長を促

進させる。 

● 建築物の概要 

この建築物は木造 2階建である。 

中庭が中心に設けられていることで導線の

短縮や採光・通風をさらに行いやすくした。 

共同で使うスペースを設け、他のクラスの子

と関わる時間を作ることができるようにし

た。 

● まとめ この保育園を通して、園児たちに遊ぶことの楽しさや人と関わることの大切さを学んでほしい。 
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鼎地区 鼎の願い、かにゃえます。 

特産品、爆誕にゃんだに♡ 

 
【研究メンバー】 

宮澤夢芽 牧内音々香 知念希花 清水実結  

片桐真希 木下歩莉 原優希羽 伊藤蒼太 

（指導教員）松村かおり 福澤一洋 

（公民館主事） 青山穂高 

【ご協力いただいた方々】 

鼎まちづくり委員会会長 様 

およりてふぁーむ 様 

パティスリーポルカ 様 

飯田市鼎公民館 様 

鼎まちづくり委員会の皆様 

１．はじめに 

私たちグループには、鼎地区出身のメンバーはおらず、鼎の歴史や特色について未知のままスタート

した。「鼎といえば？」と言われた際、自分たち自身も、また地域の方でさえもなかなか思い浮かばな

いということが一つの課題だと考え、鼎を PR しつつ、鼎といえばこれ！といった新しい名物を開発す

ることに決めた。 

２．研究課題 

地域を調べてゆく中で、鼎地区の魅力を一つに絞ることができなかった。そこで、特に鼎を象徴する

何かを作りたいという思いから私たちは、パティスリーPOLKA と協力して地元の果物を使用したコラ

ボ商品の作成を目標に活動を行った。 

３．研究経過 

5 月 奥村さんから話を聞く、街の探索   9 月  方向性決定、POLKA へスイーツアイデア提案 

6 月 およりてふぁーむに伺う      10 月 ジャムづくり、班別行動 

7 月 POLKA さんの見学        11 月  試食会の開催 

４．研究内容 

【ぶどうの袋掛け・収穫】 

   お話を伺ったまちづくり委員会会長奥村さんが育てているピオーネ・ナガノパープルの袋掛けと

収穫を体験させていただいた。 

【POLKA さんと協力してコラボ商品の作成】 

  POLKA さんの見学を行った後、POLKA へスイーツアイデア提案し地元のシャインマスカットを

活用したフルーツゼリーを共同で作ることになった。 

５.終わりに 

当初は鼎地区のことを殆ど知らない状態だったけど、地域の方々と関わっていく中で鼎地区の魅力

や課題を見つけることができた。様々な魅力がある中で果物が豊富にあるというところに目をつけ、こ

の魅力を活かした活動ができたので良かった。今回作ったゆめかなえ☆ゼリーが他の市町村や都道府

県からも認められる「特産品」になることを願っている。 
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下久堅地区 ひさかた和紙の伝統と地域野菜を未来へつなぐ 

 しおりみくじで運試し！ 
甘さとカリカリで笑顔倍増 さつまいもチップス 

 

 

【研究メンバー】 

田中聖人 吉川仁通 平澤侑桧 宮崎あかり 

葛西歩実 伊藤ひまり 熊谷美南 篠田梨緒 

(指導教員) 越康恵 (主事) 鞍馬大輝 

【ご協力いただいた方々】 

下久堅公民館長 三石義弘様 

ひさかた和紙の会 羽場竜也様 

テトテ農園 千葉一哉様 

太陽農場 殿倉健一様  ・エンゼルパン様 

虎岩旬菜園 上野真司様 

ひさかた未来塾 瀧沢裕治様 原豊様 

１．はじめに   

私たちは下久堅地区について調べていく中で、伝統として残っている「ひさかた和紙」と下久堅の地

形を活かして採れる「地域野菜」に着目した。そこで、これからも伝統として残していきたい和紙を使

ったしおりみくじと、規格外のさつまいもを使ったさつまいもチップスの商品開発に挑戦することに

した。 

２．研究課題   

①ひさかた和紙をこれからも残していきたい 

  ②下久堅で採れた野菜を PRし地域についてもっと知ってもらう  → 下久堅の魅力を発信  

３．研究経過                  

５月 フィールドワーク    ８月 研究テーマ決定 

６月 和紙漉き       １０月 運動会、さつまいもチップス試作 

７月 夏祭り        １１月 リヤカー販売、しおりおみくじ作り 

４．研究内容   

規格外で廃棄されてしまうさつまいもを使うことで食品ロスの減少に繋げる。そして、下久堅の野菜

を無駄なく大切に使ったさつまいもチップスで商品開発。リヤカー班とコラボし、下久堅地域の方以外

にも魅力を知ってもらい、下久堅への関心を深めてもらう。 

  また、日常的にあまり使わない和紙を、しおりの材料として使うことで地域の皆さんの身近な所へ届

けられるような商品として開発する。 

5．今後の課題 

・和紙に関心を持って引き継ぐ人を集めること 

・いつも身の回りにあるものが貴重で価値のあるものだということを広めていく 

６．まとめ 

 ・私たちの活動を公民館図書館の方に伝えたところ、是非ととても喜んでくれた。 

・今回の活動を通して、和紙に触れ合う活動をつくれたのではないか。 

・本と一緒に愛着を持ってしおりを使い続けてもらえればと願い、私達の活動のまとめとする。 
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令和 6年度全校課題研究発表会 生徒実行委員 

クラス 名前 

委員長 社会基盤工学科 木下 颯太 

副委員長 社会基盤工学科 山田 瑠希亜 

機械工学科 木下 翔天 

機械工学科 平沢 樹 

電子機械工学科 梶本 陽南太 

電子機械工学科 吉沢 瑛希 

電気電子工学科 大藏 駿 

電気電子工学科 二村 恵伍 

建築学科 小原 梓奈 

建築学科 豊口 梨菜 

商業科 勝野 のどか 

商業科 勝又 倖穂 

商業科 加藤 さくら 

商業科 熊谷 美里 

 

生徒実行委員副委員長 社会基盤工学科  山田 瑠希亜 

 

 新型コロナウイルスが 5類に落ちた今年の活動は、様々な思いを背負いながら活動した課題研究となりました。 

 総合技術高校ならではの専門的な知識や経験を持った先生方に実践的なアドバイスをいただき、充実した活動

を行うことができました。各担当の先生をはじめ、ご指導ご鞭撻いただいた先生方、本当にありがとうございました。

また、ご協力していただいた企業の皆様、地域の皆様にも深く感謝申し上げます。 

最後に令和 6 年度全校課題研究発表会にご臨席賜り誠にありがとうございました。この課題研究で学んだこと、

身に付けたことを大切に、これからの人生に活かしていきたいと思います。 

 



ｍｅｍｏ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 実行委員メンバー 



 

令和 6年度全校課題研究発表会 


